
北信地域障がい福祉自立支援協議会 議事録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会名 

そだちネットワーク部会 第４回 

（１）全体共有 

①自立支援協議会について 

 ・ 北信地域障がい福祉自立支援協議会（総会）：１１月 7日に飯山庁舎で開催。詳細はホームページに掲載予定。 

・権利擁護部会：寸劇にて権利擁護に関する啓発活動を実施。 

・重心・医ケア部会：9月２７日 第２回ほくしん・といろの会を実施 ５名参加 講演会と茶話会を実施 

②発達障がい支援フォーラム実行委員会より 

    各領域の動画撮影が完了した。第３回実行委員会で研修動画を確認し、第５回の部会の全体共有の時間に、動画を部

会員の皆さんに視聴してもらう予定でいる。 

③長野県自立支援協議会 療育部会より 

    １１月２６日 次回の協議会では研修会の予定。 テーマはインクルージョンについて。 

④発達障がい診療関係者研修会の報告 

    １０月２６日 さくらホールにて開催した。第１部「思春期の過保護と過干渉」  第２部「Q＆Aで学ぶ親支援」 

    講師・助言者 信州大学医学部子どものこころの発達医学教室 教授 本田 秀夫 氏 

 ⑤飯山養護学校連携協議会について 

  １１月２５日  内容：人間の生きていく気力を育てる  グループワーク等を行う予定。 

 ⑥飯山養護学校スキルアップ研修 

  １２月１３日 「自己理解・意思決定の支援」  福岡 寿 氏 

 

（２）ワーキンググループ活動 

   ●柱１：子どもの支援WG  

   目的：子どもが適切な支援を受ける事で、その子らしさを発揮できる 

     合意形成や教育支援委員会の悩みについて話し合った。どう丁寧に進めていくかというところ。年中・年長のあい

だに保護者に学びの場を見学してもらい、希望を聞きながら決めることが大切。保護者が納得して決められるよう

支援する。飯山養護学校と地域とのつながりが大切。成長発達に伴い、学びの場を検討していく見通しをもつ。 

   ●柱２：家族の支援WG 

   目的：家族がその子のいいところも苦手な所もありのままに受け入れて子育てができる 

本田先生の「過保護と過干渉」の話は、障害特性の有無に関係なく、家庭に伝えていくことが出来そう。次回の部

会ではこのテーマについてWGメンバーで共通認識・理解をもつために、伝達研修を行い、意見交換をする。 

   ●柱３：ネットワーク充実WG 

   目的：～子どもと親が安心して生活するために～支援者が繋がってチームを作っていくとき、どうしたらいいか分かる 

     中学・高校へのつながりにくさが課題となっている。事前課題として、連携・つながりに関する資料を各市町村で

作成し、本日共有した。顔がつながっていない家庭とどうつながり支援していくかが課題。 

     不登校の子が退学後、どこにもつながらないことがないよう予防的な仕組みづくりを考えていく。 

（３）その他 

  ・次回の部会予定： 第 5回  令和７年２月１９日（水）15：30～17：00 飯山養護学校 

参加者所属機関名等 飯山養護学校・北信保健福祉事務所・中野市・飯山市・山ノ内町・木島平村 

野沢温泉村・栄村・事務局（北信圏域総合相談支援センター） 

開催日時 2024年 11月 15日（金） 

15：30～16：45 

本日のテーマ、課題等 

（１） 全体共有  （２）各 WG活動    


